
　袋井市は、人（心・体）の健康やまちの
健康（都市・自然・地域社会など）を標榜し
て健康文化のまちづくりを進めています。
なかでも病院は市民の安心のよりどころ
です。医師不足で掛川市と統合して「中東
遠総合医療センター」を建設することに
なり、平成25年５月開院をめざして準備
が進められています。ベッド数500床、
32診療科を有する中東遠の拠点病院とし
て期待されています。現袋井市民病院の
移転後には、聖隷福祉事業団が療養病床
やリハビリ病床など150床規模で「市立聖
隷袋井市民病院」として同じく６月に開院
予定です。大庭議員はこれら事業に市議
会でも中心的な立場で取り組んできまし
た。また、胃がん撲滅に向けABC検診の導入提案もし、現在実施方向
で検討されています。
　一方、まちの健康に不可欠な企業誘致は雇用や市の財源確保の
観点からも重要なテーマです。市民が快適に暮らせるための道路、
河川、公園、住宅の整備など、さらには文化の充実などハード､ソフト
両面からも取り組んでまいります。

　日本は平成９年に少子社会（18歳未満の子供の
数が65才以上の高齢者の人口を下回る）となり、平
成17年以降、総人口は減少に転じています。また、
核家族化の進行や出産後も就労継続する女性の増加などで、子育て支援は、国を挙げての重要な
施策になっています。袋井市でも、待機児童解消プロジェクトとしてこれまでも積極的に事業を進
めています。待機児童数は、平成20年度48人、平成21年度49人、平成22年度42人、平成23年度
34人、平成24年度10人、平成25年度以降０人と計画を立てています。特に愛野こども園、袋井
遊びこども保育園等の建設を始め、認証保育園、保育ママ制度、公立幼稚園預かり保育などの事業
推進で着実に待機児童は減少傾向にあります。引き続き子育て支援の充実を図ってまいります。
また、昨今いじめ問題も取りざたされていますが、教育環境についても、ハード、ソフト両面から取
り組んでまいります。

　行政改革の推進は、これまでも大庭議員が取り組んできた最重
要課題の一つです。平成23年度、市の行革実施計画に基づき
52項目を取り組み、そのうち42項目について目標達成出来まし
た。財政効果としては総額６億5700万円の節減が出来ました。
　また、大庭議員から提案された河川の草刈りの、住民負担軽減
策は現在実施方向で検討中です。
　行政改革は終わりのない改革です。議会でも大庭議員が提案
者となり現行22名の議員定数を2名減員の20名に決定しました。
市民のために、職員も議会も行政改革の精神で仕事に取り組む
姿勢が求められています。　　

　本市の高齢化率19.1%（H24.4現在）と
県下で２番目に若いまちです。しかし、
高齢社会の進展で65歳以上の人口が30%
を超している自治会が全体155自治会の
うち、15自治会となるなど毎年着実に増加
をしています。
　これに伴い、本市でも介護保険の認定者  
は保険制度設立当初9.6％（H12）だった
ものが15.0％（H24）と大幅に増加をしてい
ます。これまで市では、介護老人福祉施設、
介護老人保健施設、介護療養型医療施設
など、施設サービスの需要増大に対応し
充実させてきました。平成24年度特養施設
をこれまでの330床から390床に増床しま

したが、依然待機者が約280名以上いる状況です。今後は、平成26年に
80床増床するなどさらに施設整備計画が立てられていますが、施設整備
が介護保険料を押し上げる要因にもなることから、在宅や小規模多機能
施設、そして、お年寄りが身体を動かせるような環境づくりなどソフト面
での支援も併せて充実していかなければなりません。
　なお、前回、県下一だった介護保険料は第５期計画（H24～H26）では
4600円（県平均4714円）となったことから、県下の35市町の中で11番目
となっています。
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2011年○行財政改革の推進について
○総合計画と整合させた行革の具体的進め方について
○バランスシート作成について
○日本一医療費の かからない（少ない）まちについて
○「日本一」健康文化の都市宣言の考えについて
○健康文化施策の指標導入による行政評価の推進について
○胃ガン検診（医療費低減に向けて）の充実について
○企業誘致について（小笠山山麓・川井西地域・用途地域）
○先端技術を生かした新たな企業の創造について
○新市一体的土地利用の基本的な考え方について
○袋井警察署誘致について（ 署設置(次期・場所)の見通し）
○国の医療制度改革を受けての対応について
○新病院建設の考え方について
○（仮称）総合健康管理センター建設について
○機能評価・臨床研修指定病院導入の総括について 
○患者を待たせないなどお客様本位の病院について　　　　　ほか　
　　　　　　　　　　
○合併後１年後の総括について
○広域行政に対する今後の対応について
○消防行政の広域化への対応について
○消防組織法改正・消防指令業務共同運用について
○合併協議すり合わせ項目の事業進捗について　
○合併特例債の活用計画について　
○プロジェクトによる事業推進の具体的方策について　　
○行政改革中間答申を受けて
○民営化提言（幼稚園、保育園、学校給食）について
○電子自治体の推進ついて
○「ｅ－袋井市」アクションプランの策定について
○電算システム（地図情報・福祉）等の推進方策について
○電算システム導入における投資対効果の検証について
○市各種補助金の見直しについて
○仕事の見える化（ＶＭ）導入による業務改善について　
○ＳＣ（大型商業施設）出店の是非判断について　　　　　　　ほか　
　　　　　　

○分権一括法施行の影響（機関委任事務等）について
○第二期分権改革に対する見解（道州制・森町との合併等）について
○三位一体改革の影響（財政面及び税源移譲の影響等）について
○袋井市財政白書の作成について
○定員適正化に向けた具体策について
○質の高い業務推進（ＱＣやリスクマネジメント導入等）について
○ＱＣ、一人一改善改革運動導入について
○日本経営品質賞の導入検討について
○国土創発調査について
○（仮称）ウォーキング通貨の考え方について
○まちおこし（映画ロケ・観光行政）について
○澤野記念館のソフト支援について
○市営墓地公園整備について
○袋井西公民館建設について
○資料館建設と市史編纂について
○愛野駅アナウンスについて　　　　  　　　　　　　　　　　　ほか　

○国本にぎわい新都心の事業の進め方について
○新ＪＲ駅舎及び周辺整備について
○小笠山山麓開発調査事業について
○保育園設置方針について
○サブアリーナ建設方針を受けての対応について
○特養待機者解消策について
○都市ランキング対する見解について
○総合計画「目指す数値」中間総括について
○少子化対策について（ワーク・ライ フ・バランス） について
○外国人との共生社会に向けてのニーズ把握と全庁的対応について
○健全化法４指標で確認できた本市の課題について
○人材育成基本方針（採用・任用制度・人事考課・ 給与制度等）について
○法改正を受けての二輪駐車場整備方針について
○新袋井警察署設置後の袋井交番とＪＲ愛野駅前派出所について
○下水道＆合併浄化槽の維持管理費について
○受益者負担の公平化に向けた制度見直しについて　　　　　　ほか
　　　　

○不況下における市政運営について
○袋井市緊急経済対策（現状把握・今後の運用）について
○市長マニュフェストの総括（子育て支援・治水対策等）について
○袋井ＪＲ駅前周辺整備について
○袋井駅舎事業の進捗状況（駅南周辺整備の計画）について
○次世代育成支援行動計画の推進状況について
○袋井「新待機児童０作戦」に向けての取り組みについて
○認証保育園制度・認定子ども園・預かり保育等の考え方について
○公共下水道計画（可睡の杜等）の考え方について
○新市建設計画搭載（海浜公園等整備事業・中央図書
　　　館整備事業・健康増進施設整備等）の事業推進について
○市長公約（福祉・田園・産業）都市構想と基本計画について
○市有財産の活用について
○県下一高い介護保険料と特養待機者数の解決策について
○自主運行バス運用（病院や中心市街地活性化等）について
○中心市街地活性化に向けたバス運行の検討について            ほか

○雇用情勢、今後の企業誘致や　就職支援策等について 
○平成２２年度の事業仕分けについて
○袋井市温室効果ガスの削減目標について
○袋井市地球温暖化対策実行計画の総括について
○エコ機器の普及把握と今後の導入補助等支援策について　
○市内事業所の温暖化対策の把握について　
○バイオマス構想実現に向けて
○合併浄化槽の維持管理費について
○（仮称）総合健康センター「現病院利活用の具体策について
○医療（外来・健診センター等）部門における経営形態について
○介護（回復リハ・療養病床等）部門における経営主体について
○総合福祉会館機能組み入れの考え方について
○国本のにぎわいはＳＣ誘致か否かについて
○にぎわいプロジェクトによる今後の進め方について
○今後の自主運行バスの基本的考え方について
○協働運行バスの考え方について　　　　　　　　　　　　　ほか
　　　　　　　　　

○「前期」総合計画５年間の総括と「後期計画」の推進について
○個人情報保護の在り方（条例の見直し等）について
○定員適正化計画（計画の未達の分析と今後の展開）について
○早期退職者増加に対する見解と対応について
○歴史文化の顕彰、振興策について
○浅羽支所に開設する歴史文化館の位置づけと今後について
○文化財の総棚卸と整理・活用について
○市博物館建設について
○袋井市の市史編纂と文化財審議会の充実について
○パートナーシップの実施目的及び地域の課題について
○公民館への人員配置の基本的考え方と具体策について
○自治会役員（自治会・連合会・公民館等）の業務軽減策について
○どまんなか事業（２０１６年、袋井宿駅制４００年）について
○農地・水・環境保全向上対策事業について
○川井「明治天皇駐蹕之所」の碑の移設について
○宿場町（新町、本町等）の空き屋、空き地対策について　　ほか

○現病院の外来検診センターの規模、運営方針について
○全国育樹祭を生かした本市の事業展開の考え方について
○６次産業の実施主体と具体的事業について
○グリーンウェーブや市内銘木の啓発・ＰＲについて
○河川愛護活動の支援のあり方について
○要綱整備等、河川愛護のルール化の検討について
○川井地先に進出する商業施設の周辺交通対策について
○内閣府の幸福度指標に照らしての本市の幸福度評価について
○市民意識調査の分析結果の総括と今後の展開について
○新緑トークの意見・要望の整理と今後の対応について
○社会教育施設（市内公民館等）整備計画について
○がん対策推進基本計画を受けての市の対応について
○胃がん撲滅に向けＡＢＣ検診導入について
○がん対策推進条例導入検討について
○事業仕分けの目的・位置付け・今後の運営について
○３回の意見交換の総括と実施効果について　　　　　　ほか　
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市民サービスと効率性を重視して市民サービスと効率性を重視して

子供達の成長を願って子供達の成長を願って

　浅羽・袋井の合併時の約束でもありました
JR袋井駅舎の改築は、袋井市の玄関整備のみな
らず、今後の交流拠点としての事業化としても期
待されています。JRとの費用負担をめぐり計画
遅延となっていましたが、平成26年秋の開業に
向け工事が昨年から着手されつつあります。
　また、にぎわいのまちづくり計画を掲げて
すすめてきた国本の大型SC（ショッピングセン
ター）は国の農地転用規制から誘致断念と
なりました。市では引き続き農業、商業も
包含した６次産業の拠点としてSCに代わる事業検討をするとしていますが、見通しは立っていません。
今後の推進策について注視していかなければいけません。

　袋井は東海道五十三次どまん中のまちです。西か
ら数えても東から数えても27番目。2016年は宿駅開
設400年にあたります。昔から交流拠点として栄え
た宿場を生かしたまちづくりを進めてまいります。
　また、第２東名ICを生かしたまちづくりも交流事
業の一環として進めてまいります。
　近年は、各種の事業の推進を行政と市民が協働
の精神で進めてきていますが、今後も行政・市民
が一体となって交流の輪を広げて取り組んでまいり
ます。

　３.11震災後、大庭議員は防災対策特別委員長として
災害に強いまちづくりを推進してきました。市では避難
場所となる命山や避難タワーの建設、液状化危険度
マップの作成や、津波シュミレーション作成など、市独
自のアクションプランを立てて他市に先駆けた取り組み
を積極的に進めています。木造住宅の耐震化率や耐震
化補助制度は県下でトップ水準となっています。
　海岸に防風林・防砂林の植樹もしてきましたが、さらに
災害に強いまちづくりを目指していきます。また、地球環境に優しいまちづくりに向け、これまで

もISO14001の導入提案や、CO2削減提案など大
庭議員の意見が生かされてきました。現在太陽光
発電の普及率県下２位（５％）ですが、これを平成
30年度20％の普及率を目指し推進していきます。
　森町とのクリーンセンターを運営、公共下水道
の整備等、大気や水質等の環境もさらに充実して
いかなければなりません。平成23年春、待望久し
かった袋井警察署が開署され袋井・森町地域の治
安が良くなってきました。引き続き安心・安全な環
境づくりに取り組んでまいります。

合併後8年間の大庭議員の発言から　（一般質問のタイトル抄）  大庭の一般質問は大庭みちよしホームページ（http://www2s.biglobe.ne.jp/̃mitiyosi/）でご覧ください。  
また、図書館や議会事務局の会議録、市議会ホームページでもご覧いただけます。
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住んで良かったまち　
　　　　　　　住みたくなるまち「袋井」めざします
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